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周豊一より濱一衛・濱ふみ宛書簡 7通 
（1963 年 1 月 6 日～1985 年 9 月 15 日） 

 

原文日本語、中国語翻訳：李麗君（九州大学） 
書簡所蔵、画像提供：九州大学附属図書館 1 

 

 

年 月 日 周豊一より濱一衛宛書簡

（書簡一枚目は散佚か） 

拝読しています。又目加田誠先生、入矢義高兄等の文章も目を通しているのです。その度に

或る感に打たれて昔を偲ばせられて仕舞ふのです。主に大学時代の事で、短暫な浪速高校の

生活をも思い出します。三十年程前の事だから夢の様です。 

 北京は首都でい乍ら、三年の災慌も相当厳重に受けた事だ。でも去年から人民生活が段々

よくなって来、「 」とも云ふべきでせう。でも捲タバコの供應はまだ人の意

に如らず、月に十位分配されているが、僕の様な「煙突」とあだな付けられた者にはなかな

か足る様がないのです。一九六〇年、僕が労働に行った時はタバコの代りに茶葉をパイプに

入れて吸っていた位だから、生活上の必需品は食糧が第一位でしたら、タバコが第二位で

す。

 僕は週に一二度日本文を教へています。本館の五六人の外、色々な 【機関】から有志

者が習ひに来るので、二時間と云ふけれど、非常に疲れる。図書館で流通する書物は、中国

文は勿論第一位を占め、第二位は日本文書物です。ロシア語より凌駕している位だから、日

本文を習ふのも緊要任務です。僕は「光榮的任務」を背負っている譯です。

 下手な文筆で失礼しました。先づ御礼を申上るのみ。

御家族皆様へ宜しく 

周豊一 

六三年一月六日 

 

                                            
1 通の書簡は 年 月に濱先生の御息女・藤本康子氏より九州大学附属図書館に寄
贈された。
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年 月 日 周豊一より濱一衛宛書簡

 春とはいえ、非常にひえます。二十三度より急に十五度までさがり、部屋にいてまたも綿

入を身につけなければなりません。二日もつずいて“毛毛雨”です。花も咲いているわけで

しょうが、私はなかなかそんな風流心がありませんね。ただ部屋に籠っているわけです。出

勤は自らやめてしまいました。恐らくは初夏時分になりますと正式に退休出来ると思って

います。大兄は毎日何にをなさっておりますでしょうか。退窟そうではありませんか。 

 二月二十三日に「憶往」という短文をかいてみました。丁度四十九年前のこの日に小川、

桂、目加田、沈令翔諸兄を家で集りました。大兄はその時、私の家に泊っておりますので、

當然一緒に夕食を済したわけです。父のその日の日記に、 

「……豊一招小川、桂、目加田、濱及沈令翔諸君飯、客多大醉，小川留宿」と書いてありま

した。私のこの“憶往”は當時のことを思い出して書いたものですが、前翰に已にお知せし

ましたと思いますけれど、大兄にごらんさせたいと思っています。どこか間違いがあるかど

うかを、そして“ 風”に出そうかと思うのです。 

 しかし、桂さんも同席だったとは少々不思議のように考えますが、別に親しい友柄でもな

いのに。大兄の思いは如何でしょうか。やはり一緒だったのですか。 

 入矢義高大兄は大学から停定【年】されたと中島長文さんのお手紙で知りました。大兄よ

り何年か下だったと思います。昔を思い出すと、誠に懐しいことです。 

 一九八三年 

行く春や一人二人と友去りぬ 

めでたさは吾が歯の落ちし大晦日 

 句作をやめて数年、寂しい時やおのずから嘲りたい時など、やはり十七音を綴ってみたく

なります。雑念が多いためでしょう。 

四月二十七日 

浜一衛大兄玉案下 

周豊一敬具 
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年 月 日 周豊一より濱一衛宛書簡

前略。 

 “日本の民話”、今日受け取りました。ありがとうございます。大変ご面倒なことでした

と思います。 

 私は七十二回目の春を迎えております。別によいことがありませんが、とにかく一九八四

年になりました。大兄もお達者でおられることと存じます。どうか長寿になって下さい。 

 大兄の知っておられた私の友人は一人二人と他界に行ってしまいました。沈令揚、令年兄

弟、沈令翔君は生きてはいますけれど、人は已にぼんやりになっているという話です。蘇瑞

成君は北京大学の私の先輩で、一九七九年肺ガンで倒れた。この蘇君も大兄と面識の人だと

思います。 

 訪日のことは今まで沙汰なしですが、無理にして飛んで行くのが辛い気持ちです。まして

行くという考えも薄らいで来たので、大兄の方から訪中しないと再会の機会はむずかしい

ようです2。頑張って下さい。“ 風”第十六期は出版した。お届しませんですか。 

一月十六日 
 

周豊一 

 

 

 

 

 

 
                                            
周豊一「憶往二三事」（『 風』 ）に、「故友濱一衛氏の軼事一二」という文章を
書いている。そこに次のようにいう。「その後（注：文革後）、どうやら生きぬいてきた私
のことを悦んでくれて、日本へ来いと熱心に誘ってくれたが、私の方も何にかの機会をね
らって北京へ来いと浜兄を誘う。浜兄は集団的にはゆっくり話が出来ないから個人的に自
由になる時に行ってみたいという。私は静岡へ行ける可能性があると浜兄に知らせた時、
自分の娘は名古屋に居るからそこから静岡へ逢いに行くという返事をくれた。しかし世の
中を自己の意志で事を運べるほどの力は持っていないから、とうとう日本行も実現出来な
かった。」この文章から見ると、日本行きがかなわなかったのは、申請に対して許可が下
りなかったからのようである。
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年 月 日 周豊一より濱一衛宛書簡

 先日差し上げました手紙はお手元にとどけたと思います4。今度別に大したことはありま

せんが、妹静子の訃報をお知らせ致します。 

 命を奪ったのが、例のガンでした。四月二十六日午后五時ごろに逝去という電報が来た。

行年七十歳です。去年十二月初から甥からの手紙で静子がガンにかかったというので、病院

は体がたいへん弱っていたし、年も年で手術しても仕様がないというので家へ帰り、日本の

梅干しが食べたいという手紙が来て、北京にいる日本の友人や華僑から貰って二度送りま

した（郵便局の非難さはまた格別でした）。のりも送って上げた。せめてもの慰みでしたが、

ガンはひろがり【る】一方だった。苦しみのうち目を閉じたことを思いますと、老いた涙も

流れ出してしまいました。でも静子はもう父母など親類と一緒にいるから、生きていた親類

たちは可哀相うでならないが、人間はいくら威張っても最後は同じく死の道です。考えると

おかしくなって来ます。 

 第十七期の「 風」に何にものせないよう中島先生にお願しましたから、多分そうするか

も知れません。何故かといえば毎期に数篇も掲載して読者に文句などいわれては詰らない

と思うし、内容から言うと極く一般的なもので、日本の読者層に対してはきいたことのない

内容といっても、あまり下手な文字だから耻しく感じて来たのです。しかしまたぽつぽつ書

くつもりです。 

 では、以上をお知らせ申し上げ致します。 

四月廿九日 

浜大兄 

豊一敬具 
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この書きぶりから、前便の 年 月 日付け周豊一から濱一衛宛の書簡に対する返
信はなかったものと思われる。ご遺族によると、濱先生はこの年の正月頃から病気により
口数が少なくなっていたという。
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年 月 日 周豊一より濱一衛宛書簡

 五月五日お便り拝読しました。ありがとうございます。 

 肉親は一人二人と先にたって行かれ、今私と豊二だけこの世に生き残されています。豊二

は寂しさそのものとお伴して暮しているので、おまけに喘息で体が弱り切っているのです

から、可哀相な晩年といわなければなりません6。 

 私は呑気ながら日を暮らしてはいますが、別に善いこともありません。お酒あれば天下太

平という気持です。昔の癖というのかね。今に残っているのはきつい白干兒というアルコー

ル含量の６５％のを呑んでいます。ほかのを呑むと、何んだかアヘン呑みがタバコを呑んで

いる様で、役に立たないのです。大兄の様な真面目な人でなかったから、仕方がありません。 

 私は已に出勤にしておりませんから、今後お便りを下さる場合は、娘のいるところの「

」の方が妥当だと思います。

の改名） も結構ですが、いつ引越してしまうかも知れませんか

ら、矢張り宣武 西大 が安全です。 

 夏になりましたけれど、時に袷などほしがります。雨は相変らず少ない。却って風の方が

多いようです。 

 ではお大事に。 

      五月廿五日 

濱大兄 

周豊一 

 
 

 

 

    ,
                                            
魯迅（周樹人）（ ）、周作人（ ）、周建人（ ）三兄弟のうち、
周作人には妻・羽太信子との間に豊一（ ）、静子、若子の三子がいた。生物学者
であり、中華人民共和国で高官となった周建人には、妻・羽太芳子との間に鞠子（馬
理）、豊二（ ）、豊三の三子がいたが（夭逝した子を除く）、この手紙の当時は豊
二のみ存命であった。
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年 月 日 周豊一より濱ふみ宛書簡

拝呈 

 突然お手紙を差し上げまして失礼申し上げ致します。 

 実は執友濱兄の御不幸なることに何にも悔む言葉もなく、ただぼんやりと失礼のまま暮

らしてまいりまして、お允しのほどお願申し上げたく存じます。今般また中島夫人より奥様

からの濱兄のお形見として頂く衣類をわたして、悲しいやら嬉しいやら何とも言えない気

持で、頭を下げて頂きました。どうもありがとうございました。 

 最近私は「故友濱一衛氏の一二軼事」という一文を草しまして、昔時代濱兄の北京留学時

期のことを思いながら書きましたもので、「 風」に掲載して頂くつもりでございます。事

情は過ぎ去って五十年にもなりますけれど、ありありと私の目に浮んで来ますのがありが

たいと思っております。 

 私もお蔭様で老態で居ながらも今日までいきのびてまいりました。他事ながら一筆加え

させて頂きます。 

 ではくれぐれもお体をご注意のほどお願申し上げ致します。 

      八月二十八日 

濱夫人へ 

北京において 

周豊一 
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年 月 日 周豊一より濱ふみ宛書簡

謹呈  お手紙拝誦致しまして有り難うございました。 

去った十年の間にとうとう濱兄と逢えずに終えたことにたいして、誠に何んとも言えぬ淋

しき心地でした。人間の力で及ばぬことと知りながら、一生残念と思はねばならぬこととな

りました。 

 お悲しみのことでございませうが、濱兄の御逝去される前後のことについて、簡単でよろ

しいけれど、小生にお知らせ下さればと思っております。甚だ失礼なお願で、どうか悪しか

らずお允のほどお願申し上げ致します。またお一人暮とのことで、さぞはお淋しいことでご

ざいませうが、名古屋に長女の方がおられるので、あちらへ暫くお住みになれば、気も晴ら

れますでせうと思われます。 

 それに濱兄は小生より三つか四つ年上で、明治四十二年か三年のお生れではございませ

んか。私は大正元年ですけれど、七十三の老態になっております。では、たいへん我儘なこ

とを申し上げまして失礼致しました。お体をくれぐれもご注意のほどお願致します。 

      九月十五日 

敬具 

濱ふみ様 

周豊一 

 
 

 

 

 

 

 

 

敬意 
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